


要約:家兎肺洗浄モデルにおいて Perfluorocarbon(FC-84)を用いた Partial Liquid

Ventilation の換気効果と肺損傷の軽減に対する病理学的効果を検討した。肺洗浄モデル

では PLV 施行により、酸素化及び換気効果の著明な改善が認められたのみならず、ガス換

気した群に比較して病理学的に肺損傷が軽微であった。FC の投与量は 15ml/kg までは量

依存性に酸素化は改善したが、胸部 C T 像の解析では、30ml/kg では、不均等換気が示唆

された。PLV 施行中も心拍数・動脈血圧・中心静脈圧は安定しており、3 時間の PLV 前後

では、血算・血液生化学検査に有意の変化を認めなかった。FC を用いた PLV は RDS モデ

ルにおいて肺損傷の少ない人工換気法として期待される。


